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2013 年 4 月 22 日 

各  位 
会 社 名 塩 野 義 製 薬 株 式 会 社 
代表者名 代表取締役社長 手代木  功 
（コード番号 4507 東証・大証第一部） 
問合せ先 広 報 部 長 高木  浩樹 

 TEL （06）6202－2161 
 

業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 24 年 11 月 2 日に発表いたしました平成 25 年 3 月期（通期）（平成 24 年 4 月 1 日～平成

25 年 3 月 31 日）の業績予想及び平成 24 年 5 月 9 日に発表いたしました期末配当予想を下記の

とおり修正しましたのでお知らせいたします。 
 
１．業績予想の修正について 

平成 25 年 3 月期通期連結業績予想の修正（平成 24 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株あたり 
当期純利益 

 
前回発表予想  (A ) 

百万円 

283,000 
百万円 

56,000 
百万円 

54,000 
百万円 

32,000 
円 銭 

95 55 
今回修正予想  (B ) 283,000 58,800 58,900 66,700 199 16 
増 減 額  ( B － A ) ― +2,800 +4,900 +34,700 ― 
増 減 率  ( % ) ― 5.0 9.0 108.4 ― 
(参考)前年同期実績 
（平成 24 年 3 月期） 

267,275 47,003 46,093 27,101 80 93 

対前年増減率  (%) 5.9 25.1 27.8 246.1 ― 
 
２．業績予想修正の理由 
当期の売上高につきましては、予定通りの見込みですが、全社レベルでより一層効率的な行動

に取り組んだ結果、販管費の削減を達成し、営業利益が当初予想を上回る見込みです。以上に加

えまして、経常利益は、期末の円安による外貨建て資産にかかる為替差益の発生もあり、また、

当期純利益につきましては、税金費用の大幅な減少があり当初予想を上回る見込みです。税金費

用の減少の理由は以下のとおりです。当第 3 四半期におきまして、抗 HIV 薬に関する英国製薬会

社 ViiV 社との契約枠組み変更を受け、米国事業について「のれん」の考え方を変更し、また、無

形資産についても資産性の再評価を行い、それぞれ減損損失を計上しましたが、一方で、単体に

おきましては米国子会社Shionogi Inc.に係る関係会社株式評価損を計上しました（本日開示の「関

係会社株式評価損の計上（個別決算）に関するお知らせ」をご参照下さい）。この関係会社株式評

価損につきまして、今般、税務上一部損金算入を行うこととなりましたので、繰越欠損金に対す

る税効果も含め税金等の費用が減少する見通しとなりました。 
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３．配当予想の修正について 

平成 25 年 3 月期（第 148 期）期末配当予想の修正 
 1 株当たり配当金 

中間 期末 年間 
前回予想 

（平成 24 年 5 月 9 日発表） 
― 20.00 円 40.00 円 

今回修正予想 ― 22.00 円 42.00 円 

当期実績 20.00 円   

前期実績 
（平成 24 年 3 月期） 

20.00 円 20.00 円 40.00 円 

 
４．配当予想修正の理由 
当社は、今後の事業展開に向けた資金需要と各期の業績動向を勘案しながら、利益配分を行っ

ていくことを基本方針としております。配当につきましては、各期の業績に応じた配分を基本に

おきながら、これを中長期的な視点で安定的に向上させていくことを目指しております。また、

業績配分の指標となる配当性向につきましては、35％（連結配当性向）としておりました。 
当期（平成 25 年 3 月期）における取り組みの成果としまして、2012 年 10 月 29 日に発表した

抗 HIV 薬に関する英国製薬会社 ViiV 社との契約枠組みの変更により将来収益の見通しを明確化

したこと、また、米国事業におきまして閉経後膣萎縮症治療薬オスペミフェン（製品名：

OsphenaTM）が承認されたことにより、米国の将来ビジネスの可能性が大きく広がりました。当

社グループが今後成長していくための取り組みが着実に進捗しております。以上のことから、当

期より、配当に関する業績に応じた配分の具体的な数値として 40％（連結配当性向）を目標とし、

株主の皆様への利益還元を図ってまいりたいと考えております。 
平成 25 年 3 月期（第 148 期）の業績につきましては、連結最終利益見込みの中に関係会社株

式評価損に係る税金費用のマイナスを含んでおります。この一時的な税金費用のマイナスを除外

し、上記配当についての考え方に基づき、期末配当予想を 1 株当たり 2 円増配の 22 円に修正す

ることといたします。これにより、中間配当と合わせた年間の配当金は 1 株当たり 42 円となりま

す。 
 
（注）上記の業績予想及び期末配当予想における情報は、現時点において当社が入手している情

報に基づいて作成されたものであり、実際の業績は様々な要因により異なる可能性があります。 
 
 

以 上 
 
[お問合せ先] 
塩野義製薬株式会社 広報部 
大阪 TEL：06-6209-7885  FAX：06-6229-9596 
東京 TEL：03-3406-8164  FAX：03-3406-8099 
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